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『 長期インターンシップへの全員参加をめざして』
－手を替え品を替えー

ものつくり大学

技能工芸学部 製造学科
教授 関根次雄
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１．大学の紹介

２．インターンシップのしくみ概要

３．長期インターンシップの課題と対応

４．今後の改善テーマ
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ものつくり大学の特徴

ものづくりで社会を支える｢Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｓｔｓ ｣を目指して

基本理念 １．ものづくりに直結する実技･実務教育の重視

２．技能と科学･技術・経済・芸術･環境とを連結する教育・研究の重視

３．時代と社会からの要請に適合する教育・研究の重視

４．自発性･独創性･協調性を持った人間性豊かな教育の重視

５．ものづくり現場での統率力や起業力を養うマネジメント教育の重視

６．技能・科学技術・社会経済のグローバル化に対応できる国際性の重視

“Institute of Technologists”
ピータ・Ｆ・ドラッカー氏による命名

2001年｢国、地方、民間の協力でできた私立大学｣として開学

（１）１学部（技能工芸学部）・２学科（製造学科、建設学科） 各学科１５０名/年

大学院（修士）ものつくり研究科 ２０名/年

４学期クォーター制による短期集中型教育

（２）実習・演習授業が約半分、教員の半数が企業出身（Technologistsの養成）

（会員企業・団体数：１８５社）

（３）実務経験豊富な非常勤講師２５０名強によるサポート

（４）ほぼ全学生が長期インターンシップを経験 （参加者率：全国８位）

（５）開学以来、民間企業希望者就職率：平均９５％

１．大学の紹介
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２．インターンシップのしくみ概要

＜製造学科＞ ＜建設学科＞

条件

種別

インターンシップＡ
（3年次、40日間、8単位）

・インターンシップＢⅠ
（20日間、4単位）

・インターンシップＢⅡ
（40日間、8単位）

基礎インターンシップ （下記3種から選択）

（2年次、40日間、8単位）

専門インターンシップ （下記4種から選択）
（主に４年次）

・建築士基礎インターンシップ
・測量基礎インターンシップ
・一般基礎インターンシップ

インターンシップＢ （下記2種から選択）
（主に４年次）

・建築士専門インターンシップ
（40日間、8単位）

・測量専門インターンシップ
（40日間、8単位）

・一般専門インターンシップⅠ、Ⅱ
（40日間、8単位）

◆長期インターンシップの構成

・インターンシップＡは、２年次３Ｑで６０単位
以上取得で、選択科目扱い

・インターンシップＢは、インターンシップＡ
を実施済みのこと

・基礎インターンシップは、１年次３Ｑで２０
単位以上取得で、選択必修科目として
ほぼ全学生が参加

・専門インターンシップは、基礎インターン
シップを実施済みのこと

5

◆長期インターンシップの歩みと概要

1997 2001 2010 20152005

2009年より
受入れ企業数の減少
企業数＜学生数

開学準備期間 2008年リーマンショック不況

18歳年齢減少化

2012年から
学生数減少

製造：500社、建設：1300社
を超える企業数で対応

2002年第1期
インターンシップ
実施（建設）

1997年インターンシップ
元年に合わせ、開学時
からのインターンシップ

制導入を検討

2011年東日本大震災

復旧・復興対応
で建設業界好況

”インターンシップ検討会“立上げ

(1)”インターンシップを正課の授業“と位置付け

(2)インターンシップの期間を企業の意見を参考に40日と決定

(3)受入先企業は、教員が各自５～10社位に声をかけて確保

(4)インターンシップ諸手続きのマニュアル及び書類整備

(5)インターンシップ実施前、期間中、実施後の学生の責務明確化

（学生保険加入、｢社会常識セミナー｣｢安全セミナー｣の受講、担当指導教員との

打合せ・連絡、日報・週報作成、成果報告書の作成・提出、アンケート提出等）

“２～３ヶ月の研修ならば企業側も

しっかり受け入れて教育するが、
短期間では意味がない“

http://www.iot.ac.jp/cgi-bin/index.cgi
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◆全員参加型長期インターンシップでわかった事

３．長期インターンシップの課題と対応

（１）インターンシップの成果と期待の不一致

①インターンシップ途中で研修をリタイヤ

②インターンシップの経験を卒業研究や就職活動に活かせない

③インターンシップ先企業への就職率が低い（約５％）

（２）インターンシップ受入先企業数が変動する

④社会情勢の変化等により企業側の事情が変わる

⑤教員依存の企業開拓が強く、教員の退官等で継続が断たれる

⑥一度レベルの低い学生を受けると、次年度の受入が難しい

（３）発達障害等を抱えた学生のインターンシップでの苦労

⑦保護者、教職員、学内ｶｳﾝｾﾗｰ一体となった企業開拓とテーマ選定

（苦労しながらもやり遂げた学生は、その後大きく成長）
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◆長期インターンシップを支える企業と実施件数
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製造学科（選択）

履修学生延数＝4,480人

（2002年～2014年）
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３．１ インターンシップの成果と期待が不一致

◆学生の意識の変化 （2014年度アンケート）

大半の学生は、期待に合った

回答を示し、その後の行動で

も変化を見せているが、

・7.7％が興味を持てず→4.6%

・4.7％が良くなかった→2.5%

赤字は2015年度
0 20 40 60 80 100

記録・報告・文章作成等が出来…
自分への自信

時間厳守の重要性
ビジネスマナーの大切さ

「報告・連絡・相談」の大切さ
今後の学習課題

行動力
安全意識の重要性

段取りの重要性
自分の将来像への意識

(3)インターンシップで得られたこと

十分に興味をもって取組んだ

67.8%

まあまあ興味をもって取組めた

24.6%

あまり興味がもてなかった

4.7%

全く興味がもてなかった

1.2%

未回答

1.8%

非常に良かった

71.3%

まあまあ良かった

24.0%

あまり良くなかった

0.6%

全く良くなかった

2.9%
未回答

1.2%

(1)興味を持って取り組んだか (2)インターンシップを受けて良かったか
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◆インターンシップ途中で研修をリタイヤ

要因
・企業での研修内容に対する
学生の適正評価をきちんと
できるしくみがない

・学生は企業名とその所在地を
優先に希望選定する

・社会人マナーの習得状況把握
が甘い（自己申告ベース）

・自分の描いていたイメージと違ったの

でやる気を失った

◆インターンシップの経験を卒業研究や就職活動に活かせない
◆インターンシップ先企業への就職率が低い

・言われたことは真面目にきちんとできる

が、そこから先の自発性、課題発見力

が研修型のインターンシップでは十分

養えない

・企業側にきちんとした研修プログラムや

指導者がおらず、単なる人手不足解消

的な研修で終わる場合もある

要因

・長期インターンシップの狙いや
その意義についての徹底指導
ができていない→（ＰＢＬ型？）

・学卒採用を考えていない中小
企業の比率が多い

・企業のインターンシップ受入れ
体制が十分把握できていない

・挨拶ができない、遅刻する、居眠りする

・何か問題が起こっても報・連・相ができ

ない

・無断で逃げ出した

http://www.iot.ac.jp/cgi-bin/index.cgi


平成27年度 インターンシップ等研修会 関東地区  2015年12月2日 

12

 周囲の人とコミュニケーションをとったり、効率的に作業をしようとしていた所も見られ、社会人
になった時に、中心人物となり引っ張っていける存在になれると感じました。

 挨拶・礼儀などの基本的行動ができており、まじめに研修に取り組む姿勢は好印象であった。
 自分の将来目指したい希望（業種）と研修内容を照らしながらの行動もあり、研修意欲は優秀で

あった。
 研修時には疑問点はその場で質問し納得のいくまで食い下がる等の積極性を見せた。安全面

でも指導された事項を順守し、現場作業員等に迷惑を掛けることは皆無であった。
 真面目であり一度習得した内容については、積極的に行動してくれた。その反面、自発的な質

問や教えを乞う姿はあまり見受けられなかった。周囲とのコミュニケーションを自らもっと取れて
いたら更に有意義な研修になったと思う。

【研修学生に対して】

 挨拶を始めとする生活態度に、まじめさが感じられ好印象を抱いた。
 何事にも興味をもち、分からないことについては職員に積極的に質問するなど、仕事に対する

一生懸命さが感じられた。
 頼まれた仕事を丁寧かつ正確に行っていて、丁寧な作業がとても印象的であった。
 真夏の暑い中、ほぼ毎日現場に出て作業をしてもらった中で、わからない事があれば質問した

り、楽しそうに会話をしている場面もあり、意欲・協調性が感じられた。
 仕事に対しての取組み方がまじめで、積極性を感じました。
 一つ一つに対してねばり強くて、良い物づくりの人材になると思いました。
 良くも悪くも真面目でありました。与えられた作業は丁寧にこなしてはいましたが、そこから先に

繋がる仕事や結果を想定したり、イメージしたりという積極さをもう少し持つと良かった。

＜建設学科＞

＜製造学科＞

◆インターンシップ受入企業の評価
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◆インターンシップ事前教育と事後教育の見直し

(1)就業基礎講座(2012年～)、社会人基礎力育成講座(2013年～)等での低学年時
からインターンシップに向けた意識付け強化

(2)インターンシップ・マッチング面談強化による学生の適正評価と対応（2015年～）

(3)学生カルテ・システム導入の活用（2015年～）

(4)企業情報充実（研修内容、過去の研修例リンク）による選定ミス防止化（検討中）

事前教育 ：目的意識の醸成化

(1)外部団体や企業を交えての場でインターンシップ状況報告と意見交換

・ものつくり大学教育研究連絡協議会にてインターンシップ成果発表（2010年～）

・インターンシップ先県内企業を招いての情報交換会での発表（2013年～）

・埼玉インターンシップフォーラムでの発表会（2014年）

(2)就職セミナー、社会人基礎力育成講座等で、就職活動へのＩＳ成果自己ＰＲ法指導

(3)インターンシップ成果報告書の纏め（2010年～）を企業・教職員・学生へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

事後教育 ：成果の再認識化

http://www.iot.ac.jp/cgi-bin/index.cgi
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◆インターンシップの基本的な流れと改善

１２月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

受入
依頼

募集

ガ
イ
ダ
ン
ス

面談

選考

イ
ン
タ
｜
ン

シ
ッ
プ

報告書
作成

発表

12/中 第１回ＩＳ説明会

1/中 第２回ＩＳ説明会
希望調査表、ＩＳの手引き書配布

1/末 希望調査表を学生課に提出（第３希望まで）

２/末～３/中 配属先仮決定

12/初 企業への受入依頼

書類配布

・社会常識セミナー、安全セミナーを受講

・指導教員との打合せ（企業事前面談含む）

第２Ｑ(40日間）インターンシップの実施

・期間中に指導教員のフォローアップあり

４/末 学生紹介票､同意誓約書､交通機関届けを学生課に提出

10/2週 インターンシップ報告会（製造学科のみ）

第３Ｑ初 インターンシップ報告書作成・提出

４/初～中 指導教員面談、承認、配属先決定

・企業側評価表受領

インターンシップ・マッチング面談実施

問題学生に
対する詳細指導

受入先企業
情報の充実化

が必要

企業/学生と
教員のこまめ
な情報交換

15

　　【学籍番号：　　　　　　　　　　　　　】　　【氏名：　　　　　　　　　】　　　　　【担当指導教員：　　　　　　　　　】
１．面談チェックシート

No. チェック項目
該当
せず

問題
無し

問題
有り

備考（特に｢有り｣判定時）

1 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事前講座（社会人基礎力育成講座2）を履修したか

2 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ派遣資格（60単位）は満たしているか

3 企業からの事前面談要請に対する問題はないか

4 企業からの要望事項を満足している学生か

5 派遣先企業の業務内容をきちんと理解しているか

6 企業選択の理由を明確に持っているか

7 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの目的を理解し，目的意識を持っているか

8 企業への通勤時間、通勤手段に問題はないか

9 夏場の苛酷な労働環境下に耐える体力はあるか

10 誰に対してでもきちんと挨拶ができるか

11 受け答え能力に問題はないか

12 普段の言葉使いや態度に問題はないか

13 安全に対する心構えや意識に問題はないか

14 文章表現力に問題はないか

15 アルバイト等の社会との接触経験はあるか

総合判定 ：問題なし

：問題あり、適正不可

２．インターンシップ対応型の選択 ：通常の実務体験型研修希望

（どちらか一方を選択） ：ＰＢＬ型（課題解決型）研修希望

◆インターンシップ・マッチング面談チェックシート （現在は製造学科のみ）
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◆インターンシップ受入可能企業数と履修学生数のアンバランス
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 製造系は、企業数が学生数を下回る傾向が続く（景気後退と学生数減がうまく同期）

 建設系は、リーマンショック以降受入企業数減少したが、学生数を上回っている

（震災復興事業やオリンピック景気で業界に活気がある）

３．２ インターンシップ受入先企業数が変動する
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◆外部団体や企業を交えての場でのインターンシップ発表会

【インターンシップ成果発表会】

・文科省｢産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業｣の一環
・県内企業、支援団体との情報交換会

毎年12月初旬に、当該年度のインターンシップ実施結果の報告と学生代表に
よる発表会の場を設け、企業や支援団体からの生の声を聞いたり意見交換を
行い、次年度の参考としている。

（企業からは事前にインターンシップに関するアンケート調査実施）

狙い

学生は、準備⇒リハーサル
⇒発表会というステップを
踏みながら、大きく成長する

企業から、学生へのインターン
シップに関する生の声を伝える
ことで、学生の意識が変わる

http://www.iot.ac.jp/cgi-bin/index.cgi
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◆教員別のインターンシップ受入先企業担当数 （製造学科例）

・教員担当数の平準化
・引継ぎのしくみ改善
・教員以外での企業開拓強化

＜地域団体との連携強化＞
・県経営者協会｢大学生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
制度｣

・JASSO｢ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ情報DB｣
・関越地域大学開発｢ｶﾌｪﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝ｣

・教員間で企業担当数にばらつき有り
・教員の退職毎に、受入企業数が減少

（教員による受入先企業開拓負担大）
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４．今後の改善テーマ

４．２ ＰＢＬ型インターンシップの強化

2012年度から文部科学省の｢産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備

事業｣に採択され、自立的人材育成のための“ＰＢＬ型インターンシップの高度化”

に取組んでいる。

４．３ 海外留学型長期インターンシップの拡大強化

４．１ インターンシップ受入先企業数の適正規模設定法とその維持法

長期インターンシップの意義、有効性を更に高め、学生自らの創造性、

課題解決に向けた思考力の醸成等質的な向上を目指す

地域
活性型

技術技能
向上型

ものづくり
型

研究技術
開発型

年 度 件 数
（件）

学生数
（人）

ＰＢＬインターンシップの分類

２０１３

２０１４

２０１５

８

１４

１５

１４

２０

２２

３ ２ ３ ０

７ ０ ６ １

７ ４ ４ ０

グローバル化に対応できる国際感覚の醸成を目指す

2009年度から泰日工業大学（ＴＮＩ）と開始した交換留学制度に、2011年度から
海外留学型長期インターンシップを導入し、順次拡大化を図っている。（累積17名）

（多過ぎると行かない企業から不満、少ないと学生の選択肢狭まる）

http://www.iot.ac.jp/cgi-bin/index.cgi


平成27年度 インターンシップ等研修会 関東地区  2015年12月2日 

20

従前の体験実習型インターンシップと自立的人材育成のためのＰＢＬ型

（Project（Problem）Based Learning）インターンシップとの相違

社会人基礎力を構成する3つの力

前に踏み出す力
（アクション）

考え抜く力
（シンキング）

チームで働く力
（チームワーク）

・傾聴力/状況把握力
・柔軟性/強調性/責任感
・規律性/ｽﾄﾚｽ抑制力

・主体性
・働きかけ力
・実行力

・課題発見力
・計画力
・創造力

自己評価比較
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ご清聴

ありがとうございました。

http://www.iot.ac.jp/cgi-bin/index.cgi
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